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発光性の希土類錯体は紫外光励起により 4f-4f 遷移に基づく数百マイクロ秒の長い発光寿命を示す。

その発光寿命は生体系分子の蛍光（発光寿命：数ナノ秒）よりも極めて長いため、生体系蛍光分子の

発光を時間分解除去したバイオイメージング研究が現在進められている。これまで水溶性の単核

Eu(Ⅲ)および Tb(Ⅲ)錯体によるバイオイメージングが多く報告されており、発光を利用した癌細胞な

どの可視化が実現されている。 
発光性の希土類分子材料のさらなる発展を目指して、

本研究では水圏環境中で分子集合体を形成する水溶

性ポリエーテル鎖を希土類錯体（図１a：Eu(III)錯体）

および希土類クラスター（図１b：Tb(III)九核クラスタ

ー）に導入した。 
ポリエーテル鎖を導入した希土類錯体および希土類

クラスターは水溶液に良好に分散し、水圏環境中で数

十から百ナノメートルサイズの分子集合体を形成す

ることが光散乱測定により明らかになった。メタノー

ル中では分子集合体形成は見られなかったことから、

水圏環境では巨大なミセル系集合体を形成している

と考えられる（図２：1.0×10-3 M）。 
これらの Eu(Ⅲ)錯体および Tb(Ⅲ) 九核クラスターは

水溶液中で強い赤色および緑色発光を示し、メタノー

ル中と比較して高い発光量子効率および長い発光寿

命を示すことがわかった。これらの発光機能向上は分

子集合体形成による無輻射失活プロセスの抑制に起

因していることを速度解析により初めて明らかにし

た。 
本講演では、水溶性 Eu(III)錯体を癌細胞中への導入す

ることによる癌細胞状態センシング機能についての

最新結果についても紹介する。 
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図１水溶性の Eu(III)錯体および Tb(III)
九核クラスター 

 
図２Tb(III) 九核クラスターのメタノール

溶液中(上)と水溶液中(下)の粒径分布     
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